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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺紙を搬送可能な用紙搬送部と、
　感光体及び現像剤担持体を含む回転体を有し、長尺紙に画像を形成する画像形成部と、
　副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファイルの周期を取得する濃度ムラ周期取得部と
、
　長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、前記画像の副走査方向の長さが、前記
濃度プロファイルの１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御する周期制御部と
、
　前記画像形成部によって像担持体に形成される画像の濃度を検出する画像濃度検出部と
、
　前記濃度プロファイルの周期長以上の補正用パッチ画像を前記像担持体に形成し、この
補正用パッチ画像についての前記画像濃度検出部の検出結果に基づいて補正データを作成
し、前記補正データにより濃度補正を行う濃度補正部と、を備えることを特徴とする画像
形成装置。
【請求項２】
　前記濃度ムラ周期取得部は、予め登録された前記感光体の回転周期、及び前記現像剤担
持体の回転周期の何れか一方を、前記濃度プロファイルの周期とすることを特徴とする請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
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　前記濃度ムラ周期取得部は、使用環境に応じて、前記感光体の回転周期及び前記現像剤
担持体の回転周期のうちの何れか一方を、前記濃度プロファイルの周期として選択するこ
とを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記濃度ムラ周期取得部は、予め登録された前記感光体の回転周期及び前記現像剤担持
体の回転周期よりも長い周期決定用パッチ画像を前記像担持体に形成し、この周期決定用
パッチ画像についての前記画像濃度検出部の検出結果に基づいて、前記濃度プロファイル
の周期を決定することを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記周期制御部は、前記濃度プロファイルが前記現像剤担持体の回転振れに起因する濃
度変動を含む場合に、前記現像剤担持体の回転速度と前記感光体の回転速度の比で表され
る現像θを制御することを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の画像形成装
置。
【請求項６】
　前記周期制御部は、前記現像θの変化量ができるだけ小さくなるように制御することを
特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記周期制御部は、前記画像の副走査方向の長さを制御することを特徴とする請求項１
から６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記画像が所定のパターンで配置された複数のラベル画像を含む場合、
　前記周期制御部は、前記パターンを変更して前記画像の副走査方向の長さを制御するこ
とを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置。
【請求項９】
　前記周期制御部は、前記画像の副走査方向の長さの変化量ができるだけ小さくなるよう
に制御することを特徴とする請求項７又は８に記載の画像形成装置。
【請求項１０】
　前記濃度補正部は、前記補正データにより前記画像の入力値を補正することを特徴とす
る請求項１から９のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項１１】
　前記用紙搬送部にロール紙を給紙する給紙部と、
　前記用紙搬送部から送出されたロール紙を巻き取る巻取部と、を備えることを特徴とす
る請求項１から１０のいずれか一項に記載の画像形成装置
【請求項１２】
　長尺紙を搬送可能な用紙搬送部と、感光体及び現像剤担持体を含む回転体を有し、長尺
紙に画像を形成する画像形成部と、を備える画像形成装置における濃度補正方法であって
、
　副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファイルの周期を取得する濃度ムラ周期取得ステ
ップと、
　長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、前記画像の副走査方向の長さが、前記
濃度プロファイルの１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御する周期制御ステ
ップと、
　前記濃度プロファイルの周期長以上の補正用パッチ画像を像担持体に形成し、この補正
用パッチ画像の画像濃度に基づいて補正データを作成し、前記補正データにより濃度補正
を行う濃度補正ステップと、を含むことを特徴とする濃度補正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、長尺紙に画像を形成可能な電子写真方式の画像形成装置及び画像形成装置に
おける濃度補正方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　一般に、電子写真プロセス技術を利用した画像形成装置（プリンター、複写機、ファク
シミリ等）においては、画像データに基づく光が、一様に帯電した感光体（例えば感光ド
ラム）に対して照射（露光）されることにより、感光体表面に静電潜像が形成される。そ
して、静電潜像が形成された感光体にトナーが供給されることにより、静電潜像が可視化
されてトナー像が形成される。このトナー像が、直接又は中間転写体を介して間接的に用
紙に転写された後、定着部で加熱、加圧されることにより、用紙に画像が形成される。
【０００３】
　画像形成装置は、感光体や現像剤担持体等の様々な回転体を有しており、これらの回転
体の回転振れに起因して、画像の副走査方向に周期的に濃度ムラが発生することが知られ
ている。例えば、感光体又は現像剤担持体の回転振れによって感光体と現像剤担持体との
間隔（現像ギャップ）は周期的に変動するため、一定の現像バイアスを印加しても、電界
強度が周期的に変動し、その結果、画像には、感光体又は現像剤担持体の回転周期と同じ
周期で濃度ムラが生じる。
【０００４】
　従来の画像形成装置では、例えば副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファイルに基づ
いて、周期的に発生する濃度ムラが相殺されるように感光体の回転位置（ホームポジショ
ンを基準とした位相）に応じた補正データが作成される。そして、この補正データによっ
て露光エネルギー（露光時間又は露光出力）、帯電電圧、現像バイアス電圧、現像剤担持
体（例えば現像ローラー）の回転数等の画像形成条件や入力画像データの濃度値（階調値
）が補正される（例えば特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－１１６７１１号公報
【特許文献２】特開２０１３－１９５５８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　図１は、長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロファイルと画像上に発生する
濃度ムラの対応関係を示す図である。図１に示すように、複数のラベル像が離間して所定
のパターンで繰り返して配置されている場合は、最小サイズの繰り返しパターン（図１で
は５つのラベル像を含むパターン）を画像と称する。
【０００７】
　図１に示すように、長尺紙に連続して画像を形成する場合、通常、濃度プロファイルの
周期と画像が形成される周期は異なる。すなわち、画像ごとに対応する濃度プロファイル
は異なる。したがって、濃度補正に用いられる補正データは画像ごとに異なる。
【０００８】
　枚葉紙に画像を形成する場合、紙間を利用して副走査方向に長いパッチ画像を形成し、
このパッチ画像の濃度を検出することにより、定期的に濃度プロファイルを取得すること
ができる。したがって、定期的に濃度プロファイルを取得して精度よく濃度補正を行うこ
とができる。しかしながら、長尺紙に連続して画像を形成する場合、紙間がないので濃度
プロファイルを定期的に取得することはできない。そのため、初期の濃度プロファイルに
基づいて作成される補正データによって濃度補正が行われるが、経時的に濃度プロファイ
ルが変動すると、画像間での色味の違いが大きくなり、画像間で一定の画像品質が保持さ
れなくなる虞がある。
【０００９】
　本発明の目的は、長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、副走査方向の周期的
な濃度変動を効率よく補正することができ、画像間で一定の画像品質を保持することがで
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きる画像形成装置及び濃度補正方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る画像形成装置は、長尺紙を搬送可能な用紙搬送部と、
　感光体及び現像剤担持体を含む回転体を有し、長尺紙に画像を形成する画像形成部と、
　副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファイルの周期を取得する濃度ムラ周期取得部と
、
　長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、前記画像の副走査方向の長さが、前記
濃度プロファイルの１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御する周期制御部と
、
　前記画像形成部によって像担持体に形成される画像の濃度を検出する画像濃度検出部と
、
　前記濃度プロファイルの周期長以上の補正用パッチ画像を前記像担持体に形成し、この
補正用パッチ画像についての前記画像濃度検出部の検出結果に基づいて補正データを作成
し、前記補正データにより濃度補正を行う濃度補正部と、を備えることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る濃度補正方法は、長尺紙を搬送可能な用紙搬送部と、感光体及び現像剤担
持体を含む回転体を有し、長尺紙に画像を形成する画像形成部と、を備える画像形成装置
における濃度補正方法であって、
　副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファイルの周期を取得する濃度ムラ周期取得ステ
ップと、
　長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、前記画像の副走査方向の長さが、前記
濃度プロファイルの１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御する周期制御ステ
ップと、
　前記濃度プロファイルの周期長以上の補正用パッチ画像を像担持体に形成し、この補正
用パッチ画像の画像濃度に基づいて補正データを作成し、前記補正データにより濃度補正
を行う濃度補正ステップと、を含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、長尺紙に同じ画像が連続して形成される場合に、画像の副走査方向の
長さと濃度プロファイルの周期長とが同調されるので、画像ごとに対応する濃度プロファ
イルは同じになる。したがって、画像を形成する際に同じ補正データを用いて濃度補正を
することができるので、副走査方向の周期的な濃度変動を効率よく補正することができる
。また、それぞれの画像に対して同様の濃度補正が行われるので、画像間で一定の画像品
質を保持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】従来の画像形成装置において長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロフ
ァイルと画像上に発生する濃度ムラの対応関係を示す図である。
【図２】本発明の一実施の形態に係る画像形成装置を示す図である。
【図３】画像形成装置本体の全体構成を示す図である。
【図４】画像形成装置本体の制御系の主要部を示す図である。
【図５】画像濃度補正処理の一例を示すフローチャートである。
【図６】周期制御前後の長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロファイルと画像
上に発生する濃度ムラの対応関係の一例を示す図である。
【図７】周期制御前後の長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロファイルと画像
上に発生する濃度ムラの対応関係の他の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　図２は、本発明の一実施の形態に係る画像形成装置１を示す図である。
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　図２に示す画像形成装置１は、給紙装置１Ａ、画像形成装置本体１Ｂ、及び巻取装置１
Ｃを備える。画像形成装置１は、ロール紙に対して画像形成を行うものであるが、本発明
は、ロール紙や連続用紙を含む長尺紙、すなわち、複数の画像を紙間がない用紙に連続し
て画像形成する場合に好適である。
【００１５】
　給紙装置１Ａは、ロール給紙部９１及び給紙側バッファ部９４等を有し、画像形成装置
本体１Ｂからの指示に従ってロール紙を給紙する。給紙側バッファ部９４では、例えば鉛
直方向に移動可能なテンションローラー、ロール紙にエアを吹き付ける送風装置、又はロ
ール紙を吸引する給気装置等によりロール紙の弛みが吸収され、ロール紙に適正な張力が
付与される。
【００１６】
　給紙装置１Ａから給紙されたロール紙は、通紙経路９３に沿って搬送される。画像形成
装置本体１Ｂは、電子写真プロセス技術を利用して、給紙装置１Ａから給紙されたロール
紙に画像を形成する。
【００１７】
　巻取装置１Ｃは、ロール巻取部９２及び巻取側バッファ部９５を有し、画像形成装置本
体１Ｂによって画像が形成されたロール紙を巻き取る。巻取側バッファ部９５は、給紙側
バッファ部９４と同様の構成を有する。
【００１８】
　図３は、画像形成装置本体１Ｂの全体構成を示す図である。図４は、画像形成装置本体
１Ｂの制御系の主要部を示す図である。
　図３、４に示す画像形成装置本体１Ｂは、電子写真プロセス技術を利用した中間転写方
式のカラー画像形成装置である。画像形成装置本体１Ｂには、ＣＭＹＫの４色に対応する
感光ドラム２１３を中間転写ベルト２２１の走行方向（鉛直方向）に直列配置し、中間転
写ベルト２２１に一回の手順で各色トナー像を順次転写させる縦型タンデム方式が採用さ
れている。
【００１９】
　すなわち、画像形成装置本体１Ｂは、感光ドラム２１３上に形成されたＹ（イエロー）
、Ｍ（マゼンタ）、Ｃ（シアン）、Ｋ（ブラック）の各色トナー像を中間転写ベルト２２
１に一次転写し、中間転写ベルト２２１上で４色のトナー像を重ね合わせた後、用紙に二
次転写することにより、画像を形成する。
【００２０】
　図３、４に示すように、画像形成装置本体１Ｂは、操作表示部１２、画像処理部１３、
画像形成部２０、用紙導入部１４、排紙部１５、主搬送部１６、及び制御部１７を備える
。
【００２１】
　制御部１７は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１７１、ＲＯＭ（Read Only Memor
y）１７２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１７３等を備える。ＣＰＵ１７１は、ＲＯ
Ｍ１７２又は記憶部１８２から処理内容に応じたプログラムを読み出してＲＡＭ１７３に
展開し、展開したプログラムと協働して、画像形成装置本体１Ｂの各ブロック、給紙装置
１Ａ、及び巻取装置１Ｃの動作を集中制御する。
【００２２】
　通信部１８１は、例えばＮＩＣ（Network Interface Card）、ＭＯＤＥＭ（MOdulator-
DEModulator）、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）等の各種インターフェースを有し、給
紙装置１Ａ、巻取装置１Ｃ、又はその他の外部装置との情報通信を可能とする。
【００２３】
　記憶部１８２は、例えば不揮発性の半導体メモリ（いわゆるフラッシュメモリ）やハー
ドディスクドライブで構成される。記憶部１８２には、例えば各ブロックの動作を制御す
る際に参照されるルックアップテーブルが格納される。また、記憶部１８２には、感光ド
ラム２１３及び現像剤担持体２１２ａ（例えば現像ローラー）の回転周期（１周期の長さ
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に相当する周長）が予め登録される。
【００２４】
　制御部１７は、通信部１８１を介して、ＬＡＮ（Local Area Network）、ＷＡＮ（Wide
 Area Network）等の通信ネットワークに接続された外部の装置（例えばパーソナルコン
ピューター）との間で各種データの送受信を行う。制御部１７は、例えば、外部の装置か
ら送信されたページ記述言語（ＰＤＬ：Page Description Language）による画像データ
（入力画像データ）を受信し、これに基づいて用紙に画像を形成させる。また、制御部１
７は、濃度ムラ周期取得部１７Ａ、周期制御部１７Ｂ、及び濃度補正部１７Ｃとして機能
する。これらの機能については、後述する。
【００２５】
　操作表示部１２は、例えばタッチパネル付の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Cryst
al Display）で構成され、表示部１２１及び操作部１２２として機能する。表示部１２１
は、制御部１７から入力される表示制御信号に従って、各種操作画面、画像の状態表示、
各機能の動作状況等の表示を行う。操作部１２２は、テンキー、スタートキー等の各種操
作キーを備え、ユーザーによる各種入力操作を受け付けて、操作信号を制御部１７に出力
する。ユーザーは、操作表示部１２を操作して、原稿設定、画質設定、倍率設定、応用設
定、出力設定、及び用紙設定などの画像形成に関する設定を行うことができる。
【００２６】
　画像処理部１３は、入力画像データに対して、初期設定又はユーザー設定に応じたデジ
タル画像処理を行う回路等を備える。例えば、画像処理部１３は、制御部１７の制御下で
、階調補正データに基づいて階調補正を行う。また、画像処理部１３は、入力画像データ
に対して、色補正、シェーディング補正等の各種補正処理を施す。これらの処理が施され
た画像データに基づいて、画像形成部２０が制御される。
【００２７】
　画像形成部２０は、入力画像データに基づいて、Ｙ成分、Ｍ成分、Ｃ成分、Ｋ成分の各
有色トナーによるトナー像を形成するためのトナー像形成部２１、トナー像形成部２１に
より形成されたトナー像を用紙に転写する中間転写部２２、及び用紙に転写されたトナー
像を定着する定着部２３等を備える。
【００２８】
　トナー像形成部２１は、Ｙ成分用、Ｍ成分用、Ｃ成分用、Ｋ成分用の４つのトナー像形
成部２１Ｙ、２１Ｍ、２１Ｃ、２１Ｋで構成される。トナー像形成部２１Ｙ、２１Ｍ、２
１Ｃ、２１Ｋは、同様の構成を有するので、図示及び説明の便宜上、共通する構成要素は
同一の符号で示し、それぞれを区別する場合には符号にＹ、Ｍ、Ｃ、Ｋを添えて示すこと
とする。図２では、Ｙ成分用のトナー像形成部２１Ｙの構成要素についてのみ符号が付さ
れ、その他のトナー像形成部２１Ｍ、２１Ｃ、２１Ｋの構成要素についての符号は省略さ
れている。
【００２９】
　トナー像形成部２１は、露光装置２１１、現像装置２１２、感光ドラム２１３、帯電装
置２１４、及びドラムクリーニング装置２１５等を備える。トナー像形成部２１は、一次
転写後に感光ドラム２１３の表面に残留する残留電荷を除去するための除電装置を備えて
いてもよい。
【００３０】
　感光ドラム２１３は、例えばアルミニウム製の導電性円筒体（アルミ素管）の周面に、
アンダーコート層（ＵＣＬ：Under Coat Layer）、電荷発生層（ＣＧＬ：Charge Generat
ion Layer）、電荷輸送層（ＣＴＬ：Charge Transport Layer）を順次積層した負帯電型
の有機感光体（ＯＰＣ：Organic Photo-conductor）である。電荷発生層は、電荷発生材
料（例えばフタロシアニン顔料）を樹脂バインダー（例えばポリカーボネイト）に分散さ
せた有機半導体からなり、露光装置２１１による露光を受けて一対の正電荷と負電荷を発
生する。電荷輸送層は、正孔輸送性材料（電子供与性含窒素化合物）を樹脂バインダー（
例えばポリカーボネート樹脂）に分散させたものからなり、電荷発生層で発生した正電荷
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を電荷輸送層の表面まで輸送する。
【００３１】
　帯電装置２１４は、例えばスコロトロン帯電装置やコロトロン帯電装置等のコロナ放電
発生器で構成される。帯電装置２１４は、コロナ放電によって感光ドラム２１３の表面を
一様に負極性に帯電させる。
【００３２】
　露光装置２１１は、例えば複数の発光ダイオード（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）が
直線状に配列されたＬＥＤアレイ、個々のＬＥＤを駆動するためのＬＰＨ駆動部（ドライ
バーＩＣ）、及びＬＥＤアレイからの放射光を感光ドラム２１３上に結像させるレンズア
レイ等を有するＬＥＤプリントヘッドで構成される。ＬＥＤアレイの１つのＬＥＤが、画
像の１ドットに対応する。
【００３３】
　露光装置２１１は、感光ドラム２１３に対して各色成分の画像に対応する光を照射する
。光の照射を受けて感光ドラム２１３の電荷発生層で発生した正電荷が電荷輸送層の表面
まで輸送されることにより、感光ドラム２１３の表面電荷（負電荷）が中和される。これ
により、感光ドラム２１３の表面には、周囲との電位差により各色成分の静電潜像が形成
される。
【００３４】
　現像装置２１２は、各色成分の現像剤（例えばトナーと磁性キャリアーとからなる二成
分現像剤）を収容する。現像装置２１２は、感光ドラム２１３の表面に各色成分のトナー
を付着させることにより、静電潜像を可視化してトナー像を形成する。具体的には、現像
剤担持体２１２ａ（例えば現像ローラー）に現像バイアス電圧が印加され、感光ドラム２
１３と現像剤担持体２１２ａとの間に電界が形成される。感光ドラム２１３と現像剤担持
体２１２ａとの電位差によって、現像剤担持体２１２ａ上の帯電トナーが感光ドラム２１
３の表面の露光部に移動し、付着する。
【００３５】
　ドラムクリーニング装置２１５は、感光ドラム２１３の表面に摺接されるドラムクリー
ニングブレード等を有し、一次転写後に感光ドラム２１３の表面に残存する転写残トナー
を除去する。
【００３６】
　中間転写部２２は、中間転写ベルト２２１、一次転写ローラー２２２、複数の支持ロー
ラー２２３、二次転写ローラー２２４、及びベルトクリーニング装置２２５等を備える。
【００３７】
　中間転写ベルト２２１は無端状ベルトで構成され、複数の支持ローラー２２３にループ
状に張架される。複数の支持ローラー２２３のうちの少なくとも一つは駆動ローラーで構
成され、その他は従動ローラーで構成される。駆動ローラーが回転することにより、中間
転写ベルト２２１は矢印Ａ方向に一定速度で走行する。
【００３８】
　一次転写ローラー２２２は、各色成分の感光ドラム２１３に対向して、中間転写ベルト
２２１の内周面側に配置される。中間転写ベルト２２１を挟んで、一次転写ローラー２２
２が感光ドラム２１３に圧接されることにより、感光ドラム２１３から中間転写ベルト２
２１へトナー像を転写するための一次転写ニップが形成される（以下「一次転写部」と称
する）。
【００３９】
　二次転写ローラー２２４は、複数の支持ローラー２２３のうちの一つに対向して、中間
転写ベルト２２１の外周面側に配置される。複数の支持ローラー２２３のうち中間転写ベ
ルト２２１に対向して配置される支持ローラー２２３はバックアップローラーと呼ばれる
。中間転写ベルト２２１を挟んで、二次転写ローラー２２４がバックアップローラーに圧
接されることにより、中間転写ベルト２２１から用紙へトナー像を転写するための二次転
写ニップが形成される（以下「二次転写部」と称する）。なお、二次転写ローラー２２４
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に代えて、二次転写ローラーを含む複数の支持ローラーに、二次転写ベルトがループ状に
張架された構成（いわゆるベルト式の二次転写ユニット）を採用してもよい。
【００４０】
　一次転写部において、感光ドラム２１３上のトナー像が中間転写ベルト２２１に順次重
ねて一次転写される。具体的には、一次転写ローラー２２２に一次転写バイアスを印加し
、中間転写ベルト２２１の裏面側（一次転写ローラー２２２と当接する側）にトナーと逆
極性の電荷を付与することにより、トナー像は中間転写ベルト２２１に静電的に転写され
る。
【００４１】
　その後、用紙が二次転写部を通過する際、中間転写ベルト２２１上のトナー像が用紙に
二次転写される。具体的には、二次転写ローラー２２４に二次転写バイアスを印加し、用
紙の裏面側（二次転写ローラー２２４と当接する側）にトナーと逆極性の電荷を付与する
ことにより、トナー像は用紙に静電的に転写される。トナー像が転写された用紙は定着部
２３に向けて搬送される。
【００４２】
　ベルトクリーニング装置２２５は、中間転写ベルト２２１の表面に摺接するベルトクリ
ーニングブレード等を有し、二次転写後に中間転写ベルト２２１の表面に残留する転写残
トナーを除去する。ベルトクリーニング装置２２５は、現像装置２１２内の劣化トナーを
強制的に排出するトナーリフレッシュ動作においても利用される。
【００４３】
　また、一次転写部よりもベルト走行方向下流側で、二次転写部よりもベルト走行方向上
流側の領域には、中間転写ベルト２２１上に形成されたトナー像の濃度を検出する画像濃
度検出部２２６が配置される。画像濃度検出部２２６は、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ
：Light Emitting Diode）などの発光素子と、フォトダイオード（ＰＤ：Photodiode）な
どの受光素子を備え、トナー像の反射強度を検出する反射型の光センサーで構成される。
中間転写ベルト２２１に補正用パッチ画像を形成したときの画像濃度検出部２２６の検出
結果に基づいて、補正データが作成され、画像濃度が制御される。
【００４４】
　定着部２３は、用紙の定着面（トナー像が形成されている面）側に配置される定着面側
部材を有する上側定着部２３１、用紙の裏面（定着面の反対の面）側に配置される裏面側
支持部材を有する下側定着部２３２、定着面側部材を加熱する加熱源２３３、定着面側部
材の近傍の温度（定着温度）を検出する定着温度検出部２３４、及び裏面側支持部材を定
着面側部材に対して圧接する圧接離間部（図示略）等を備える。
【００４５】
　例えば、上側定着部２３１がローラー加熱方式である場合は定着ローラーが定着面側部
材となり、ベルト加熱方式である場合は定着ベルトが定着面側部材となる。また例えば、
下側定着部２３２がローラー加圧方式である場合は加圧ローラーが裏面側支持部材となり
、ベルト加圧方式である場合は加圧ベルトが裏面側支持部材となる。図２は、上側定着部
２３１がローラー加熱方式で構成され、下側定着部２３２がローラー加圧方式で構成され
る場合について示している。
【００４６】
　上側定着部２３１は、定着面側部材を回転させるための上側定着部用駆動部を有する。
制御部１７によって上側定着部用駆動部の動作が制御されることにより、定着面側部材は
所定の速度で回転（走行）する。下側定着部２３２は、裏面側支持部材を回転させるため
の下側定着部用駆動部を有する。制御部１７によって下側定着部用駆動部の動作が制御さ
れることにより、裏面側支持部材は所定の速度で回転（走行）する。なお、定着面側部材
が裏面側支持部材の回転に従動する場合は、上側定着部用駆動部は必要ない。
【００４７】
　加熱源２３３は、定着面側部材の内部又は近傍に配置される。制御部１７は、定着面側
部材に近接して配置される定着温度検出部２３４の検出結果に基づいて、定着温度が定着
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制御温度となるように加熱源２３３の出力を制御する。制御部１７によって加熱源２３３
の出力が制御されることにより、定着面側部材が加熱され、定着制御温度（例えば定着目
標温度、アイドリング温度）で保持される。
【００４８】
　圧接離間部（図示略）は、裏面側支持部材を定着面側部材に向けて押圧する。圧接離間
部は、例えば裏面側支持部材を支持する軸の両端部に当接し、軸の両端をそれぞれ独立し
て押圧する。これにより、定着ニップにおける軸方向のニップ圧のバランスを調整するこ
とができる。制御部１７によって圧接離間部（図示略）の動作が制御され、定着面側部材
に裏面側支持部材が圧接されることにより、用紙を狭持して搬送する定着ニップが形成さ
れる。
【００４９】
　トナー像が二次転写され、通紙経路に沿って搬送されてきた用紙は、定着部２３を通過
する際に加熱、加圧される。これにより、用紙にトナー像が定着する。
【００５０】
　用紙導入部１４は、例えば用紙導入ローラー部１４１等を有し、給紙装置１Ａから給紙
されたロール紙を主搬送部１６に送り込む。
　排紙部１５は、例えば排紙ローラー部１５１等を有し、主搬送部１６から送出されたロ
ール紙を巻取装置１Ｃに送り込む。
【００５１】
　主搬送部１６は、用紙を挟持して搬送する用紙搬送要素として、二次転写部の用紙搬送
方向上流側に配置される進入ローラー部１６１を含む複数の搬送ローラー部を有する。主
搬送部１６は、用紙導入部１４から導入されたロール紙を搬送して画像形成部２０（二次
転写部、定着部２３）に通紙するとともに、画像形成部２０（定着部２３）から送出され
た用紙を排紙部１５に向けて搬送する。
【００５２】
　ロール紙に画像形成が行われる場合、給紙装置１Ａから給紙されたロール紙が用紙導入
部１４を介して導入される。導入されたロール紙は、主搬送部１６によって画像形成部２
０に搬送される。ロール紙が二次転写部を通過する際、中間転写ベルト２２１上のトナー
像がロール紙に一括して二次転写され、定着部２３において定着処理が施される。画像が
形成されたロール紙は、排紙部１５から機外に排紙され、巻取装置１Ｃのロール巻取部９
２に巻き取られる。このように、用紙導入部１４、排紙部１５、及び主搬送部１６によっ
て、画像形成装置本体１Ｂの用紙搬送部が構成される。
【００５３】
　画像形成装置１においては、感光ドラム２１３の回転振れ及び現像剤担持体２１２ａの
回転振れにより、副走査方向に周期的に濃度ムラが発生する。画像形成装置１は、これら
の回転体の回転振れに起因して生じる副走査方向の濃度変動を効率よく補正することがで
きる。
【００５４】
　図５は、濃度補正処理の一例を示すフローチャートである。この処理は、例えば、画像
形成装置１が印刷ジョブを受信することに伴い、ＣＰＵ１７１がＲＯＭ１７２に格納され
ている所定のプログラムを実行することにより実現される。
【００５５】
　ステップＳ１０１において、制御部１７は、副走査方向の濃度変動を示す濃度プロファ
イルの周期（以下「濃度ムラ周期」と称する）を取得する（濃度ムラ周期取得部１７Ａ）
。例えば、制御部１７は、記憶部１８２に予め登録された感光ドラム２１３の回転周期及
び現像剤担持体２１２ａの回転周期の何れか一方を、濃度プロファイルの周期として取得
する。
【００５６】
　感光ドラム２１３の回転周期と現像剤担持体２１２ａの回転周期の何れを濃度ムラ周期
とするかは、例えばユーザーによって予め指定される。ユーザーは、感光ドラム２１３の
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回転振れに起因する濃度ムラを補正したい場合には、感光ドラム２１３の回転周期を濃度
ムラ周期として設定しておけばよいし、現像剤担持体２１２ａの回転振れに起因する濃度
ムラを補正したい場合には、現像剤担持体２１２ａの回転周期を濃度ムラ周期として設定
しておけばよい。
【００５７】
　ステップＳ１０２において、制御部１７は、画像の副走査方向の長さ（以下「画像サイ
ズ」と称する）が、濃度ムラ周期の１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御す
る（周期制御部１７Ｂ）。
【００５８】
　具体的には、画像に含まれる余白領域の長さを調整して全体としての画像サイズを制御
することにより、画像サイズを濃度プロファイルの周期長の整数倍とすることができる。
複数のラベル像が離間して所定のパターンで配置されている画像の場合は、ラベル像間の
余白を調整してもよい。
【００５９】
　図６は、周期制御前後の長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロファイルと画
像上に発生する濃度ムラの対応関係の一例を示す図である。図６Ａは周期制御前の対応関
係を示し、図６Ｂは周期制御後の対応関係を示す。なお、図６の濃度プロファイルは、濃
度プロファイルが周期性を有することを示しているに過ぎず、実際の濃度変動を示すもの
ではない。実際の濃度変動は、後述するステップＳ１０３、Ｓ１０４によって取得される
。図７の濃度プロファイルについても同様である。
【００６０】
　図６では、ラベル像間の距離を広げて画像サイズを長くすることにより、濃度プロファ
イルの周期長と画像サイズを同期させている。なお、初期の画像において十分な余白があ
る場合は、余白を詰めて画像サイズを短くすることにより、濃度プロファイルの周期長と
画像サイズを同期させることもできる。
【００６１】
　また、濃度プロファイルが現像剤担持体２１２ａの回転振れに起因する濃度変動を含む
場合には、現像剤担持体２１２ａの回転速度と感光ドラム２１３の回転速度の比で表され
る現像θを制御して、濃度プロファイルの周期長を調整することにより、画像サイズを濃
度プロファイルの周期長の整数倍とすることができる。現像θは、例えば現像剤担持体２
１２ａの回転速度によって調整される。現像剤担持体２１２ａの回転速度が遅くなると濃
度プロファイルの周期長は長くなり、回転速度が速くなると濃度プロファイルの周期長は
短くなる。なお、現像θは、実使用上、１．０～３．５の範囲に収まるように制御される
。
【００６２】
　図７は、周期制御前後の長尺紙に連続して画像を形成する場合の濃度プロファイルと画
像上に発生する濃度ムラの対応関係の一例を示す図である。図７Ａは周期制御前の対応関
係を示し、図７Ｂは周期制御後の対応関係を示す。
【００６３】
　図７では、現像剤担持体２１２ａの回転速度を遅くし、現像θを小さくすることにより
、濃度プロファイルの周期長を初期の周期長よりも長くして、濃度プロファイルの周期長
と画像サイズを同期させている。なお、濃度プロファイルの周期長を初期の周期長よりも
短くして、濃度プロファイルの周期長と画像サイズを同期させるようにしてもよい。
【００６４】
　ここで、感光ドラム２１３の直径が６０ｍｍ（周長：１８８ｍｍ）、現像剤担持体２１
２ａの外径が２５ｍｍ（周長：７８．５ｍｍ）、基準現像θが１．８に設定されており、
画像サイズが５００ｍｍの画像を形成する場合について、具体的に説明する。
【００６５】
　感光ドラム２１３の回転振れに起因して濃度ムラが発生する場合、濃度プロファイルの
周期長は１８８ｍｍである。画像サイズ／周期長＝２．６６であり、画像サイズは周期長
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の整数倍ではない。この場合、画像サイズ／周期長＝３となるように、画像サイズを５６
４ｍｍとする。初期の画像における余白を考慮して可能であれば、画像サイズ／周期長＝
２となるように、画像サイズを３７６ｍｍとしてもよい。画像サイズを変更する場合には
、初期の画像サイズにできるだけ近い画像サイズとなるようにするのが好ましい。
【００６６】
　現像剤担持体２１２ａの回転振れに起因して濃度ムラが発生する場合、濃度プロファイ
ルの周期長は、７８．５（現像剤担持体２１２ａの周長）／１．８（現像θ）＝４３．６
ｍｍである。画像サイズ／周期長＝１１．４６であり、画像サイズは周期長の整数倍では
ない。この場合、画像サイズ／周期長＝１２となるように、画像サイズを５２３．２ｍｍ
とする。初期の画像における余白を考慮して可能であれば、画像サイズ／周期長＝１１と
なるように、画像サイズを４７９．６ｍｍとしてもよい。
【００６７】
　また、現像剤担持体２１２ａの回転振れに起因して濃度ムラが発生する場合は、画像サ
イズ／周期長＝１２となるように、周期長を４１．７ｍｍとしてもよい。すなわち、現像
θが７８．５／４１．７＝１．８８となるように現像剤担持体２１２ａの回転速度を変更
するようにしてもよい。または、画像サイズ／周期長＝１１となるように、周期長を４５
．５ｍｍ、すなわち、現像θが１．７２となるように現像剤担持体２１２ａの回転速度を
変更するようにしてもよい。現像θを変更する場合には、基準現像θ（ここでは１．８０
）にできるだけ近い現像θとなるようにするのが好ましい。
【００６８】
　このように、画像サイズが、濃度プロファイルの周期長のＮ倍（Ｎは整数）となるよう
に制御されると、濃度プロファイルのＮ周期に１画像が形成されるようになり、全ての画
像に対応する濃度プロファイルが同じになる（図６、７参照）。したがって、全ての画像
に対して同じ補正データを利用することができる。
【００６９】
　図５のステップＳ１０３において、制御部１７は、周期制御された後の濃度プロファイ
ルの周期長以上の長さで、中間転写ベルト２２１に最高濃度の補正用パッチ画像（いわゆ
るベタ画像）を形成させる。
【００７０】
　ステップＳ１０４において、制御部１７は、補正用パッチ画像についての画像濃度検出
部２２６の検出結果（補正用パッチ画像の画像濃度）を取得し、濃度プロファイルにおけ
る濃度変動を特定する。
【００７１】
　ステップＳ１０５において、制御部１７は、ステップＳ１０４で得られた濃度プロファ
イルに基づいて、濃度ムラが相殺されるように補正データを作成し、この補正データによ
り濃度補正を行う（濃度補正部１７Ｃ）。例えば、補正データによって、入力画像データ
の階調値（入力画像値）を補正する。補正後の入力画像データに基づいて、画像形成が行
われる。補正後の入力画像データを繰り返し利用することで、副走査方向の濃度変動を容
易に補正することができるので、制御部１７の処理負担が格段に軽減される。
【００７２】
［変形例１］
　実施の形態では、濃度ムラ周期が予めユーザーにより設定されているものとしたが、制
御部１７（濃度ムラ周期取得部１７Ａ）は、温湿度、画像形成装置１の放置時間、カバレ
ッジ、耐久、連続駆動時間等を含む使用環境に応じて、感光ドラム２１３の回転周期及び
現像剤担持体２１２ａの回転周期のうちの何れか一方を、濃度プロファイルの周期として
選択するようにしてもよい。これにより、副走査方向の濃度プロファイルを支配する要因
（感光ドラム２１３の回転振れ、又は現像剤担持体２１２ａの回転振れ）が使用環境によ
って変化する場合にも効果的に濃度補正を行うことができる。
【００７３】
　例えば、表１に示すように、高温・高湿の場合、中温・中湿で放置時間が長い場合、低
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温・低湿で放置時間が長い場合は、感光ドラム２１３の回転周期を濃度ムラ周期とする。
また、中温・中湿で放置時間が短い場合、低温・低湿で放置時間が短い場合は、現像剤担
持体２１２ａの回転周期を濃度ムラ周期とする。
【００７４】
【表１】

【００７５】
［変形例２］
　また、制御部１７（濃度ムラ周期取得部１７Ａ）は、予め登録された感光ドラム２１３
の回転周期及び現像剤担持体２１２ａの回転周期よりも長い周期決定用パッチ画像を中間
転写ベルト２１１（像担持体）に形成し、この周期決定用パッチ画像についての画像濃度
検出部２２６の検出結果に基づいて、濃度プロファイルの周期を決定するようにしてもよ
い。これにより、感光ドラム２１３の回転振れと現像剤担持体２１２ａの回転振れの両方
に起因して濃度変動が生じる場合の濃度プロファイルの周期を適切に取得することができ
る。
【００７６】
　このように、画像形成装置１は、ロール紙（長尺紙）を搬送可能な用紙搬送部（用紙導
入部１４、排紙部１５、主搬送部１６）と、感光ドラム２１３（感光体）及び現像剤担持
体２１２ａを含む回転体を有し、ロール紙に画像を形成する画像形成部２０と、副走査方
向の濃度変動を示す濃度プロファイルの周期を取得する濃度ムラ周期取得部１７Ａ（制御
部１７）と、ロール紙に同じ画像が連続して形成される場合に、画像の副走査方向の長さ
が、濃度プロファイルの１周期に相当する周期長の整数倍となるように制御する周期制御
部１７Ｂ（制御部１７）と、画像形成部２０によって中間転写ベルト２１１（像担持体）
に形成される画像の濃度を検出する画像濃度検出部２２６と、濃度プロファイルの周期長
以上の補正用パッチ画像を中間転写ベルト２１１に形成し、この補正用パッチ画像につい
ての画像濃度検出部２２６の検出結果に基づいて補正データを作成し、この補正データに
より濃度補正を行う濃度補正部１７Ｃ（制御部１７）と、を備える。
【００７７】
　画像形成装置１によれば、ロール紙に同じ画像が連続して形成される場合に、画像の副
走査方向の長さと濃度プロファイルの周期長とが同調されるので、画像ごとに対応する濃
度プロファイルは同じになる。したがって、画像を形成する際に同じ補正データを用いて
濃度補正をすることができるので、副走査方向の周期的な濃度変動を効率よく補正するこ
とができる。また、それぞれの画像に対して同様の濃度補正が行われるので、画像間で一
定の画像品質を保持することができる。
【００７８】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づいて具体的に説明したが、本
発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で変更可能
である。
【００７９】
　例えば、入力画像値を補正することに代えて、画像形成時に、補正データに基づいて露
光装置２１１の露光エネルギー（露光時間又は露光出力）、帯電装置２１４の帯電電圧、
現像装置２１２の現像バイアス電圧、現像剤担持体２１２ａの回転速度等を含む画像形成
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【００８０】
　また、画像濃度検出部２２６を定着部２３の用紙搬送方向下流側に配置し、ロール紙に
形成されたパッチ画像の濃度を検出して濃度プロファイルの周期を特定するようにしても
よい。この場合、中間転写ベルト２２１の回転振れ及び定着面側部材の回転振れにより、
副走査方向に周期的に濃度ムラが発生する場合にも対応することができる。
【００８１】
　さらには、濃度プロファイルに基づいて作成される補正データを、使用環境に応じて調
整するようにしてもよい。例えば、５００枚印字するごとに、高温・高湿の場合は１５％
ずつ減少させ、中温・中湿の場合は５％ずつ減少させ、低温・低湿の場合は１０％ずつ減
少させる。
【００８２】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【符号の説明】
【００８３】
　１　画像形成装置
　１Ａ　給紙装置（給紙部）
　１Ｂ　画像形成装置本体
　１Ｃ　巻取装置（巻取部）
　１２　操作表示部
　１３　画像処理部
　１４　用紙導入部（用紙搬送部）
　１５　排紙部（用紙搬送部）
　１６　主搬送部（用紙搬送部）
　１７　制御部
　１７Ａ　濃度ムラ周期取得部
　１７Ｂ　周期制御部
　１７Ｃ　濃度補正部
　２０　画像形成部
　２１　トナー像形成部
　２２　中間転写部
　２２１　中間転写ベルト（像担持体）
　２３　定着部



(14) JP 6070679 B2 2017.2.1

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(15) JP 6070679 B2 2017.2.1

【図５】 【図６】

【図７】



(16) JP 6070679 B2 2017.2.1

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  斎藤　和広
            東京都千代田区丸の内二丁目７番２号　コニカミノルタ株式会社内
(72)発明者  川崎　智広
            東京都千代田区丸の内二丁目７番２号　コニカミノルタ株式会社内
(72)発明者  石塚　一輝
            東京都千代田区丸の内二丁目７番２号　コニカミノルタ株式会社内

    審査官  松本　泰典

(56)参考文献  特開２０１３－１９０６８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１９５５８６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１５０２９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２１０６５９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－１４８２４８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１２２５８４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１２６０９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－２９５３６４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－２１９４５３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１２－０６３５９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－２４６３１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１４－１１６７１１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｇ　　１５／００　　　　
              Ｂ４１Ｊ　　　２／４４７　　　
              Ｇ０３Ｇ　　１５／０８　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　１／４０　　　　
              Ｇ０３Ｇ　　２１／００
              Ｂ４１Ｊ　　２９／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

